
資料２

No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

1 25
障害者生活実
態調査の結果
概要

コロナ禍の影響について、障害
者生活実態調査の結果を計画
に記載してはどうか。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　「障害者生活実態調査の結果概
要」には計画上関係する障害者生
活実態調査の結果を優先度を考慮
し、掲載しています。

2 46 基本理念

「バリアフリー社会の実現」の冒
頭、「ノーマライゼーションの理
念」を「ノーマライゼーションやイ
ンクルージョンの理念」と変更し
てほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　新宿区障害者計画の基本理念の
文言等については、新宿区障害者
施策推進協議会で協議を重ね策定
しています。今回のご意見はパブ
リック・コメントでの意見として、今後
の参考とさせていただきます。

3 48 基本目標Ⅲ

「地域共生社会におけるバリア
フリーの促進」の文章について、
物理的なバリアフリーには、情
報アクセシビリティの視点の追
記が必要である。東京2025デフ
リンピックの開催に向けて、情報
バリアフリーやコミュニケーショ
ンバリアフリーを促進することを
追記することが必要である。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　新宿区障害者計画基本目標Ⅲ
「地域共生社会におけるバリアフ
リーの促進」では個別目標⑦「こころ
のバリアフリーの促進」及び個別目
標⑧「福祉のまちづくりの促進」を説
明するものとしてこころと、物理的バ
リアフリーについて記載しています。
　情報アクセシビリティの視点につ
いては個別施策㉗「コミュニケーショ
ン支援・移動支援の充実」や個別施
策㊳「多様な手法による情報提供の
充実」の中で具体的な施策を載せて
います。

4 56 個別施策①
障害児のサービス等利用計画
の作成を推進してほしい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　相談支援事業所の開設に当たっ
ては、障害児相談支援を実施するよ
う働きかけを行ってまいります。

　　　　　　　　　「新宿区障害者計画、第3期新宿区障害児福祉計画・第7期新宿区障害福祉計画」（素案）パブリック・コメント意見要旨及び区の対応（案）
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

5 56 個別施策①

障害種別や児童福祉・高齢者福
祉の垣根を超えて連携し、ワン
ストップで相談できる「どんな相
談にも対応できる相談窓口」が
必要と感じる。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　区では、基幹相談支援センター
（障害者福祉課内）を中心に、ライフ
ステージや障害種別によって異なる
ニーズに沿った総合的な相談に対
応しています。一方で、専門性の高
い相談については、相談支援拠点
事業所（区立障害者福祉センター・
区立障害者生活支援センター・シャ
ロームみなみ風）、保健センター及
び子ども総合センター等で対応して
います。総合的な相談及び専門的
な相談のどちらも相談支援の充実を
図っていきます。

6 56 個別施策①

当事者（ピアサポート）の人材育
成は対象を知的障害者や精神
障害者にも広げ、区内の様々な
会議体にも当事者として参加で
きる仕組み作りが必要である。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　障害当事者については、必要に応
じて障害者施策推進協議会、障害
者自立支援協議会等において新宿
区障害者団体連絡協議会から推薦
された委員を構成員としています。

7 56 個別施策①

家族等の介護者が本人を介護
できなくなった場合に備えてクラ
イシスプランの作成と緊急時の
ニーズ把握、支援のネットワーク
づくりが必要。クライシスプラン
は民間の指定特定相談支援事
業所でも作成に取り組んでもら
えるよう、作成料を支払うことが
必要である。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　クライシスプランに関しては、参考
様式を公開しておりますので、ご利
用の相談支援事業所に作成相談を
お願いします。現在のところ作成を
委託化することは検討しておりませ
ん。

8 57 個別施策①

計画相談事業者のクライシスプ
ラン作成を促せるインセンティブ
（特に金銭的な）を創出してくだ
さい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　計画相談支援給付費については、
国の定めた基準に基づき加算も含
め支給しています。

9 59 個別施策②
心身障害者巡回入浴サービス
の利用回数の拡大をお願いした
い。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　現在のところ、利用回数の拡大は
考えていませんが、利用者の意見・
要望や他自治体の状況などを踏ま
え、今後も、適正な利用回数につい
ての調査・研究を継続していきま
す。

10 59 個別施策②
区立あゆみの家で行われている
入浴サービスの利用回数の拡
大をお願いしたい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　今後も生活介護事業として入浴
サービスを行っていきますが、利用
者の動向を踏まえ、適切に対応して
いきます。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

11 59 個別施策②

６５歳以上の障害福祉サービス
については、一律に介護保険を
優先するのではなく、本人の利
用意向を尊重し利用できるよう
にしてほしい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　必要なサービスを適正に支給決定
するよう今後とも取り組んでまいりま
す。

12 59 個別施策②

精神障害者に対して、身体・知
的障害者と同様に、福祉タク
シー・自立生活ホーム助成制度
等の障害者福祉制度を都に求
めるとともに、区独自にも推進し
てほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
タクシー利用券の給付については
移動に困難を生じている方を対象に
しているため、精神障害者は対象と
していません。
　精神障害者を対象としたグループ
ホームに対しては家賃助成等を実
施しています。

13 59 個別施策②
「心身障害者福祉タクシー利用
券」の利便性を高めてほしい。 E意見として伺う

　ご意見として伺います。
令和4年11月にタクシー運賃が改定
され初乗り運賃が500円になったこ
とに伴い、300円券を500円券に変更
し、利便性を高めています。

14 59 個別施策②

リフト付きタクシーの委託台数を
増やし、緊急時も利用できるよう
にしてほしい。重量のある車椅
子も利用可能なタクシー台数を
増やすよう業者を財政的に支援
してほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　区のリフト付きタクシー運行委託事
業では、重量のある電動車いすも利
用可能な委託車両台数を2台確保
し、利用日当日の18時30分までに
連絡があれば夜間の利用も可能と
しています。また、リフトタクシーを保
有する民間の事業者約100社と協定
を結び、運賃、予約料、迎車料、及
びストレッチャー利用料を補助する
タクシー券等を交付しており、緊急
の利用にも対応できる体制を整えて
います。

15 59 個別施策②
障害者の自家用車燃料費の助
成額を引き上げ、対象枠の拡大
を図ってほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　原油価格及び物価高騰による負
担を軽減するため、令和4年10月か
ら助成限度額を月額3,150円から
3,510円に引き上げました。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

16 59 個別施策②

障害者とその家族に対して民間
の駐車場の確保を支援し、駐車
場料金の助成制度を設けてほし
い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　自家用車移動手段としている障害
者とその家族への支援は、自家用
車の燃料費助成を行っており、駐車
場料金の助成は考えていません。

17 61 個別施策③

福祉ホームや在宅で療養してい
る医療的ケアが必要な重度重
複障害者に対する２４時間対応
の訪問看護体制を確立してほし
い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　区では、障害者医療的ケア体制支
援事業において、福祉ホームの職
員を含む介護職が特定の利用者に
対する特定の医療的ケアの実施を
可能とするための研修を実施してい
ます。

18 61 個別施策③
保健センターで行う精神障害者
向けのデイケアを削減しないで
ほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　落合地区では、精神障害者を対象
とした障害福祉サービス事業所など
の社会資源が充実してきたため、平
成26年度に落合保健センターでの
デイケアを廃止しました。落合地区
にお住まいの方においても不安なく
スムーズにデイケアをご利用いただ
けるよう、各保健センターがセンター
間や地域の関係機関との連携を密
にして支援しています。
　今後も区内4か所の保健センター
の保健師がご本人やご家族の身近
な相談窓口となり、様々な社会資源
と連携を図りながら、精神障害者の
生活支援を行っていきます。

19 61 個別施策③
小中学校の早い段階で精神保
健教育を行ってほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　精神保健に関する教育は、「成長
に伴う心の変化」や「心の健康」に関
する学習を小学校の中学年と高学
年の保健の学習で学んでいます。
　今後も、学習指導要領に基づき、
発達の段階に応じた精神保健教育
を適切に実施していきます。
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20 62 個別施策③

心の病の早期発見と早期治療
につなげるために、小学校高学
年からの教育が必要である。小
学校や中学校での教育に障害
当事者や支援者が関われると
良い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　こころの不調の早期発見・早期治
療のため、区ではライフステージに
応じた普及啓発を充実させていま
す。若年層に対しては、区内の中学
1年生を対象に、精神疾患の正しい
知識や相談方法について啓発する
パンフレットの作成及び配布を行っ
ています。
　今後も引き続き、教育委員会と連
携しながら、普及啓発に取り組んで
行きます。

21 62 個別施策③

小中学校における「心の健康」
の指導では、精神障害に対する
正しい知識の普及啓発が図れ
るように精神保健教育を行って
ほしい。保護者への啓発を行っ
てほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　区では平成25年度より、区内の中
学1年生を対象に、精神疾患の正し
い知識や相談方法について啓発す
るパンフレットの作成及び配布を
行っています。配布にあたっては、
併せて保護者向け・教員向けリーフ
レットも作成し、家庭や学校でより効
果的に当パンフレットを活用できる
よう工夫しています。
　今後も引き続き、教育委員会と連
携しながら、普及啓発に取り組んで
行きます。

22 67 個別施策④

学校卒業後、放課後等デイサー
ビスを利用できなくなり、就労継
続が困難になる家族が増えてい
る。家族の高齢化や障害当事者
の障害の重度化によって地域生
活の継続が困難になっている家
庭もあるため、日中活動後や休
日の支援が必要である。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　日中活動後や休日の居場所とし
て、また余暇活動の場としてのトワ
イライトケアや休日の支援の需要は
認識しております。今後も引き続き、
障害者福祉事業所開設の相談が区
に寄せられた際には、日中活動後
や休日に支援を行う事業所の開設
が望まれていることを伝え実施を促
す一方、事業実施を行う事業者に対
しては、日中一時支援事業による給
付費の支給等、安定した運営となる
よう支援していきます。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

23 67 個別施策④

障害児者と暮らす共働き家庭へ
の支援として、福祉サービスの
時間帯やトワイライト支援、余暇
活動の場等を充実させていくべ
き。

D今後の取組の参考とする

 　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　日中活動後や休日の居場所とし
て、また余暇活動の場としてのトワ
イライトケアや休日の支援の需要は
認識しております。今後も引き続き、
障害者福祉事業所開設の相談が区
に寄せられた際には、日中活動後
や休日に支援を行う事業所の開設
が望まれていることを伝え実施を促
す一方、事業実施を行う事業者に対
しては、日中一時支援事業による給
付費の支給等、安定した運営となる
よう支援していきます。

24 67 個別施策④
区内における医療的ケア児者の
短期入所の利用環境を充実さ
せてほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　医療的ケアを必要とする方の対応
を行う「新宿けやき園」と「シャローム
みなみ風」には看護師の増配置を
行うための人件費の一部助成を行
うなど、引き続き、医療的ケアを必
要とする方が安心して利用していた
だけるよう支援していきます。
　医療的ケアの可能な医療機関併
設の短期入所施設については、必
要に応じて東京都の施設を含めご
案内してまいります。

25 67 個別施策④

生活実習所の建て替えによる短
期入所の定員拡充にあたり、重
度重複の肢体不自由児者の利
用が可能になるようにしてくださ
い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　建替え方針を現行機能の拡充の
みとしていますが、活動室だけでな
く、短期入所のスペースもバリアフ
リーとし、車いすでもご利用できるよ
うにする予定です。

26 67 個別施策④
障害児を受け入れるショートス
テイを増やしてほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　障害児を対象とする短期入所につ
いて、新宿生活実習所の新施設で
は1床増床の予定です。またシャ
ロームみなみ風では、緊急時につい
ては概ね小学5年生以上の知的障
害児者（肢体不自由との重複含む）
を対象としています。この他、NPO
法人による事業所により小中学生を
中心に短期入所の受入を行ってい
ますが、今後、新規短期入所事業
所の開設の相談があった際には、
障害児のニーズを伝えていきます。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

27 67 個別施策④
小学生が利用できるショートステ
イを生活実習所以外の施設でも
早急に増設してほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　生活実習所以外の施設について、
シャロームみなみ風では、緊急時に
ついては概ね小学5年生以上の知
的障害児者を対象としています。
　この他、こどもソテリア東京四谷さ
んさんハウスが開設され、小中学生
を中心に短期入所の受入を行って
います。

28 67 個別施策④

ヤングケアラーの重層的な支援
ニーズに対応するために、各部
の連携による担当部署の設置、
総合窓口の設置などを計画的
に進めてほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　関係部署でヤングケアラーと思わ
れる子どもを発見した場合には、子
ども総合センターと区内４か所の子
ども家庭支援センターの「子どもと
家庭の総合相談」に繋いでもらい、
個別の支援を行っています。

29 67 個別施策④

シャロームみなみ風のショートス
テイを安心して利用できるように
対応する人員増に対し支援して
ほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　「新宿けやき園」と「シャロームみな
み風」には看護師の増配置を行うた
めの人件費の一部助成を行うなど、
引き続き、医療的ケアを必要とする
方も安心して利用していただけるよ
う支援していきます。

30 67 個別施策④
ショートステイ受付は利用者の
要望を聞き公平なシステムに改
善してほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　区立施設における短期入所につ
いては稼働率も非常に高く、すべて
の利用希望に対応できていないこと
は区でも承知しています。今後も、
公平で利便性の良い予約方法や緊
急時の対応について研究していきま
す。

31 67 個別施策④
レスパイトサービスの利用回数
を拡充してほしい。 E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　令和4年度より上限回数の月4回を
なくし年間上限96時間とし、令和5年
度よりさらに年間上限144時間として
柔軟に対応しています。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

32 67 個別施策④

戸山サンライズの客室を借り上
げて、短期入所に相当するよう
な宿泊ができる体制をつくって
ほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　なお、短期入所は障害者総合支
援法に基づく障害福祉サービスであ
り、これに相当するような事業を行う
考えはありません。

33 67 個別施策④
高田馬場福祉作業所内にショー
トステイを設置すること。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　短期入所事業を実施するために
は法令の設備基準に基づく居室等
や設備を備える必要があります。高
田馬場福祉作業所において、多機
能型事業所としての事業実施に必
要な面積を確保しながらこれらに必
要な面積を確保することは難しく、
現時点において短期入所事業を実
施する予定はありません。

34 70 個別施策⑤
心身障害者福祉手当を拡充して
ほしい。 E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　手当等の経済的支援については、
第一義的に国や都の役割であり、
各自治体で同様の支援が受けられ
ることが望ましいと考えており、国や
都の制度内に精神障害者を位置づ
けるように従来より働きかけていま
す。
　区としては、精神保健福祉手帳2
級・3級については、就労関係など
のサービス提供を主眼に対応してい
きます。

35 74 個別施策⑧

福祉に関わる支援者の人手不
足が深刻である。特に精神障害
分野は通所日数が読みにくく、
定員の倍近い人数を登録する
必要があるため、区としても障
害特性に応じた事業所支援の
充実をお願いしたい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　新宿区では人件費や家賃が高い
地域での運営であることから、安定
した事業所運営が行えるよう障害者
就労支援施設運営費補助金の中で
家賃に係る施設借上費補助を区の
単独施策として実施しています。ま
た、光熱費等の物価高騰による負
担を軽減するため、高騰する光熱費
等の増額相当分について補助を実
施しています。
　今後も、適切な補助制度であるよ
う引き続き検討してまいります。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

36 74 個別施策⑧
就労移行支援、就労継続支援
等の日中活動系の事業所への
運営費補助を増額してほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　就労移行支援、就労継続支援事
業等の日中活動系事業所の運営費
補助額について、本来、各施設は給
付費収入により運営がなされるもの
と考えますが、サービス向上のため
東京都補助基準の考えをもとにした
新宿区障害者就労施設運営費補助
の対象としているほか、家賃に係る
施設借上費補助を区の単独施策と
して実施していますが、現時点で補
助額の増額は予定しておりません。
　今後も適切な補助制度であるよう
引き続き検討してまいります。

38 74 個別施策⑧
障害者就労移行支援施設の運
営助成を増額してほしい。 E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　就労移行支援、就労継続支援事
業等の日中活動系事業所の運営費
補助額について、本来、各施設は給
付費収入により運営がなされるもの
と考えますが、サービス向上のため
東京都補助基準の考えをもとにした
新宿区障害者就労施設運営費補助
の対象としているほか、家賃に係る
施設借上費補助を区の単独施策と
して実施していますが、現時点で補
助額の増額は予定しておりません。
　今後も適切な補助制度であるよう
引き続き検討してまいります。

37 74 個別施策⑧
障害者就労継続支援事業者に
対する家賃補助を増額してほし
い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　家賃に係る施設借上費補助を区
の単独施策として実施しています
が、現時点で補助額の増額は予定
しておりません。
　今後も適切な補助制度であるよう
引き続き検討してまいります。

39 76 個別施策⑨

休日や夜間でも緊急時の受入
れ・対応が容易になるようクライ
シスプラン作成を推進してほし
い。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　クライシスプランに関しては、参考
様式を公開しておりますので、ご利
用の相談支援事業所に作成相談を
お願いいします。

40 76 個別施策⑨
生活実習所以外で緊急時に２４
時間対応できる知的障害者児
の支援体制を整備してほしい。

B意見の趣旨は、素案の方向性と同
じ

　ご意見は、素案の内容に含まれて
います。
　中落合一丁目に整備される施設
における相談支援事業では365日24
時間の相談体制を確保し、区役所
の営業時間外において、同施設の
短期入所に限らず緊急時の短期入
所受付や利用調整を行う予定です。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

41 81 個別施策⑫

発達支援コーナー「あいあい」の
利用者が急増しているため、早
期に面談、対応ができるよう体
制強化を図ってほしい。

B意見の趣旨は、素案の方向性と同
じ

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と
同じです。
　発達の相談をされる方が、増加し
ていることは認識しています。初回
の電話での相談から、面談までの期
間を短縮でき、特に乳幼児の保護
者の方とお子様が必要な支援に早
期に繋がるよう、相談体制を整備し
ていきます。

42 83 個別施策⑬
障害児の延長保育を原則実施
できるよう体制を作ってほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　障害のある児童の延長保育を含
む保育時間は、児童の発達過程や
障害の状態、保護者の就労状況に
応じて決定しています。

43 86 個別施策⑭

希望するすべての医療的ケア児
が保護者の同乗の必要なく専用
通学車両で通学できるようにし
てほしい。都立特別支援学校に
通学する障害児が保護者の同
乗や学校での付き添いが必要
な場合は、ヘルパーによる移動
支援を利用できるようにしてくだ
さい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　新宿養護学校における医療的ケ
アを必要とする児童・生徒が利用す
るスクールバスに看護師の配置を
行っています。
　都立校に関しましては,医療的ケア
児専用バスの運行等を東京都が実
施しています。また公共機関等を利
用して通学される際には移動支援
の利用が可能です。

44 86 個別施策⑭

医療的ケア児童・生徒の通学バ
スでの移動時には看護師を配
置してほしい。配置できない間
は公的にヘルパーを配置してほ
しい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　新宿養護学校における医療的ケ
アを必要とする児童・生徒が利用す
るスクールバスに看護師の配置を
行っています。
　都立校に関しましては,医療的ケア
児専用バスの運行等を東京都が実
施しています。また公共機関等を利
用して通学される際には移動支援
の利用が可能です。

45 86 個別施策⑭
障害児の保護者同士が交流す
る機会を持てるようにしてくださ
い。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　保護者同士の交流の場の必要性
は把握しております。関係部署に必
要性を伝えてまいります。

10



No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

46 86 個別施策⑭

スクールカウンセラーを常勤化
し、継続的かつ早期に専門機関
につなげるシステムを構築して
ほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　スクールカウンセラーの常勤化の
予定はありませんが、教職員と連携
した校内体制の充実を図り、関係機
関との連携を強化しながら、児童・
生徒の心の健康保持に努めていき
ます。

47 90 個別施策⑮
新宿養護学校内に普通校同様
の学童保育、子ども広場のよう
な施設を作ってほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　区の放課後子どもひろばは、学校
の余裕教室等を活用して、スタッフ
の支援のもと、子どもたちが自由に
集い自主的に活動する遊び場と体
験プログラムの提供を行う事業で
す。
　新宿養護学校の放課後子どもひろ
ばについては、放課後の生活を豊
かにすることを目的とした体験活動
を行う場として、学校の余裕教室の
状況や、登録児童の体力等を考慮
した上で、月に2回程度実施をして
います。
　実施回数の増については、看護師
の確保などの課題もあるため、受託
事業者と協議をして、対応可能か検
討していきます。

48 90 個別施策⑮
まいぺーすで医療的ケアのある
重症心身障害児の受け入れも
できるようにしてほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　現時点で「まいぺーす」において医
療的ケアのある重症心身障害児の
受入れの計画はありませんが、放
課後等デイサービス事業所の設置
について障害者福祉事業所開設の
相談が区に寄せられた際には、引き
続き医療的ケア児の支援を行う事
業所の開設が望まれていることを伝
え事業実施を促してまいります。

49 90 個別施策⑮

児童館を障害児が気軽に利用
できるように、設備の改善および
必要な人的配置などの改善を
行ってほしい。

B意見の趣旨は、素案の方向性と同
じ

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と
同じです。
　現在の建物では、内部構造や設
備等において障害児の利用に不適
切な部分もありますが、耐震工事や
大規模改築等の際にエレベーター
を設置するなど改善を図っていま
す。また、障害児等の配慮が必要な
児童の利用が増加した際には、人
員配置について検討を行っていきま
す。

50 93 個別施策⑰
発達障害児への専門家による
療育指導に対し区として費用助
成を行ってほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　発達障害児への療育については
児童発達支援等の障害児通所サー
ビスで対応しています。当該事業所
に対する報酬は令和6年度に改定
が行われ、加算等について注視して
いきます。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

51 96 個別施策⑱

重度重複障害や医療的ケアが
ある人でも希望する場合は、生
活介護だけでなく就労継続支援
など多様な進路先の選択を可能
にしてください。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　区立施設における人員体制や給
食の形態については、必要に応じ指
定管理者等と協議していきます。

52 96 個別施策⑱

新宿生活実習所の建て替え後
の増員数について、感染症拡大
時でも安心して通所できるよう見
直しをした方がよいのではない
か。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　新宿生活実習所の建替え後の新
施設では定員増となりますが、利用
者一人あたりの面積は建て替え前
の施設と同程度になる予定です。新
施設移転後も感染対策に努め利用
者にとって過ごしやすい環境となる
よう施設運用に努めていきます。

53 96 個別施策⑱

障害福祉サービス等は、当事者
が望む余暇活動や学び、就労な
どを除外した支援が中心となっ
ている。当事者本位の支援のた
め、地域活動支援センター等の
必要性を理解してもらうととも
に、学齢期後の支援の充実をお
願いしたい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　地域活動支援センターの活動をよ
り一層充実し、当事者が望む役割を
担う事業所となるよう、区として支援
を行っていきます。

54 97 個別施策⑲
精神障害者の通所施設への送
迎に関する補助、施設の設備の
改善をお願いしたい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　通所の支援については、必要であ
れば移動支援のご利用をご検討く
ださい。

55 97 個別施策⑲
老朽化や定員が増加した、区内
の福祉施設の建て直しか移転を
希望する。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　区立あゆみの家や障害者福祉セ
ンターについて、現時点で建替え及
び移転の予定はありません。建物及
び設備については、中長期修繕計
画のもと維持修繕工事を行っていま
す。それ以降も順次、計画に基づ
き、必要な修繕工事を行い、引き続
き適切な環境の保持に努めていき
ます。

56 97 個別施策⑲

脳血管障害等による言語障害
者に対して、訪問による訓練制
度を実施してほしい。障害者福
祉センターでの事業について
は、もっと周知してほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　障害者福祉センターの言語聴覚
訓練について訪問による訓練は予
定していませんが、障害の状況や生
活背景、ニーズを把握しきめ細かに
支援を行っていきます。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

57 98 個別施策⑲

身体・知的障害者が日中活動
後、保護者の帰宅時間まで過ご
せる居場所の整備、高校卒業後
の福祉作業所等の利用者向け
のタイムケア事業、高次脳機能
障害者向けの当事者グループ
支援の実施日数と時間の拡充
などを、計画的に進めてほしい。

D今後の取組の参考とする

 　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　日中活動後、保護者の帰宅時間
まで過ごせる居場所の整備、高校
卒業後の福祉作業所等の利用者向
けのタイムケア事業の必要性は区
でも認識しています。
　障害者福祉事業所開設の相談が
区に寄せられた際には、日中活動
後に支援を行う事業所等のニーズ
を伝え実施を促していきます。
　高次脳機能障害者向けの当事者
グループ支援の拡充については、
施設の運営上、他の事業との調整
を必要とするため、現時点での実施
は難しいですが、今後もニーズ等の
把握に努め研究していきます。

58 99 個別施策⑳
視覚障害者が入居できるケア付
き区立グループホームを開設し
てください。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　視覚障害者専用のグループホー
ム開設の計画はありませんが、社会
福祉法人等によるグループホーム
の整備について、新規グループホー
ム整備や開設の相談があった際に
は、視覚障害に対するニーズを伝え
ていきます。

59 99 個別施策⑳
区内に高齢の聴覚障害者向け
の入所施設、入所枠を整備して
ほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　高齢の聴覚障害者を主な対象とす
るグループホーム開設の計画はあ
りませんが、社会福祉法人等による
グループホームの整備について、新
規グループホーム整備や開設の相
談があった際には、高齢の聴覚障
害者のニーズを伝えていきます。

60 99 個別施策⑳
ろう者（高齢者）のためのグルー
プホームを考えて欲しい。 E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　高齢の聴覚障害者を主な対象とす
るグループホーム開設の計画はあ
りませんが、社会福祉法人等による
グループホームの整備について、新
規グループホーム整備や開設の相
談があった際には、高齢の聴覚障
害者のニーズを伝えていきます。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

61 99 個別施策⑳

グループホームへの入居を希望
する肢体不自由児者に対応す
るため、サテライト型の障害者グ
ループホームを計画してくださ
い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　今後も公有地の活用については、
整備施設の特性や土地の規模・立
地条件等を考慮し、行政需要等を踏
まえながら適切に検討していきます

62 99 個別施策⑳

重度重複の肢体不自由者が住
み慣れた地域で自立し、安心し
て暮らしていくことのできるグ
ループホームの設置促進をお願
いしたい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　今後も公有地の活用については、
整備施設の特性や土地の規模・立
地条件等を考慮し、行政需要等を踏
まえながら適切に検討していきます

63 99 個別施策⑳
グループホームの整備を促進し
てほしい。 D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　障害者グループホームの需要に
ついては、障害種別を問わず多くの
ご要望があることは区でも認識して
おります。
　現在、払方町国有地及び中落合
一丁目区有地の二つの公有地にお
いて障害者グループホームの整備
を進めていますが、そのほか現早稲
田南町児童館等複合施設の移転後
跡地に整備する予定です。今後も民
有地における整備状況や今後整備
されるグループホームの入居希望
の状況等も勘案したうえで、引き続
き整備計画の検討を進めていきま
す。

64 104 個別施策㉒
地域活動支援センターの人員配
置、運営が厳しい。補助金要項
等の改定も必要である。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　入院中の精神障害者等が地域生
活に円滑に移行するうえで、日中活
動の場である地域活動支援セン
ターの役割も大きいことは認識して
います。地域活動支援センターの活
動をより一層充実し、属性や世代を
問わない包括的な相談や交流でき
る居場所等、望まれる役割を担う事
業所となるよう、各事業所の経営状
態の把握に努め、必要な補助額の
見直しについても検討していきま
す。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

65 105 個別施策㉓

若年性認知症者のためのデイ
サービスを区として実施してほし
い。すでに介護保険とは別に実
施している事業所への運営費助
成を都とも連携して行うこと。若
年性認知症の相談等窓口は障
害者福祉課にしてほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　若年性認知症患者につきましては
介護保険が優先となります。また40
歳未満の患者に関しましては障害
者総合支援法によるサービス利用
が可能です。申請窓口は保健セン
ターとなります。

66 107 個別施策㉔

精神障害者の就労支援事業を
実行計画に盛り込み、区役所の
中で職場実習を拡大するととも
に、他の公共機関や民間にも協
力を呼び掛けてほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　区では、実行計画として『だれもが
地域でいきいきと暮らせるための就
労支援の推進』を掲げており、就労
意欲を持ちながらも働くことに支援
を必要とする全ての人に対し、就労
支援を行っています。
　また、区が助成している勤労者・仕
事支援センターでは、区内に５店舗
ある「ふらっと新宿」で、障害のある
方等の就労訓練の場として職場実
習を行っています。

67 107 個別施策㉔

新宿区自らが障害者の法定雇
用率を達成するとともに、区内
企業に対しても障害者の雇用を
促してほしい。

D今後の取組の参考とする

ご意見は、今後の取組の参考としま
す。
　区では、障害者の雇用促進のた
め、正規職員や会計年度任用職員
の障害者採用を行っています。一方
で、新宿区を希望する方が少ないこ
とや、採用辞退等の課題もあり、法
定雇用率を達成することができてい
ません。引き続き、法定雇用率の達
成に向けて、採用を行っていきま
す。
　法定雇用率を満たしていない企業
の指導や公表については、障害者
雇用促進法に基づき、厚生労働省
が所管しており、適切に指導等を
行っているものと認識しています。

68 110 個別施策㉗
視覚障害者の職種の領域をより
広げるために、区立施設を利用
することをご認可ください。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　視覚障害者交流コーナーでは、ＩＣ
Ｔ機器を通じてデジタル活用の利便
性を享受できるよう、デジタル関連
の講座開催や、必要な情報が取得
できるよう、交流コーナーのIT環境
を整備します。
　なお、主に視覚障害者を対象とし
ている就労移行支援事業では、事
務職として就職ができるよう、パソコ
ン操作等の訓練が行われており、視
覚障害者の職域は広がりつつあり
ます。今後も引き続き情報提供を行
いながら、就労移行支援などの利用
促進を図り、障害者の就労を支援し
ていきます。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

69 112 個別施策㉖

就労継続支援等から就職した際
に、福祉サービスを必要な期間
継続できるようにしてほしい。ま
た、定着支援等の福祉サービス
が整備されたのは良いが、サー
ビス利用という観点だけで、いろ
いろな支援者に繋ぐことはメリッ
トデメリットがあることを理解する
ことが合理的配慮である。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　必要なサービスを適正に支給決定
するよう今後とも取り組んでまいりま
す。

70 115 個別施策㉗

ATM・セルフレジ・キャッシュレス
決済などについて視覚障害者の
利便性を考慮した仕様は今後出
来ていくのか。

B意見の趣旨は、素案の方向性と同
じ

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と
同じです。
　令和４年に施行された「障害者に
よる情報の取得及び利用並びに意
思疎通に係る施策の推進に関する
法律」に基づく国の動きを注視しな
がら、視覚障害者、聴覚障害者交流
コーナーで講座を開催するなどデジ
タル社会の利便を享受できるよう状
況に応じた支援を実施していきま
す。

71 115 個別施策㉗
スマホやタブレットなど個人が利
用する場合の操作法の指導者
を増やしてほしい。

B意見の趣旨は、素案の方向性と同
じ

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と
同じです。
　令和４年に施行された「障害者に
よる情報の取得及び利用並びに意
思疎通に係る施策の推進に関する
法律」に基づく国の動きを注視しな
がら、視覚障害者、聴覚障害者交流
コーナーで講座を開催するなどデジ
タル社会の利便を享受できるよう状
況に応じた支援を実施していきま
す。

72 115 個別施策㉗

新宿区立障害者福祉センター利
用者がオープンWi-Fiが使えな
い、セキュアな環境を維持しつ
つ開放を求めます。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　区立障害者福祉センターにおける
フリーWifiの設置については、今年
度中の実施を予定していますが、日
程については現在行っている改修
工事の進捗を鑑み調整中です。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

73 115 個別施策㉗

Wi-Fiによるリモート会議、勉強
会の参加が出来ないこと、移動
が困難な視覚障害者の増加が
予測される中、ネット活用は急
務です。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　令和４年に施行された「障害者に
よる情報の取得及び利用並びに意
思疎通に係る施策の推進に関する
法律」に基づく国の動きを注視しな
がら、視覚障害者、聴覚障害者交流
コーナーで講座を開催するなどデジ
タル社会の利便を享受できるよう状
況に応じた支援を実施していきま
す。

74 115 個別施策㉗

視覚障害者交流コーナー内で
オープンWi-Fiが使えない、セ
キュアな環境を維持しつつ開放
を求めます。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　視覚障害者交流コーナー・視覚障
害者交流コーナーで実施する講座
の開催時はポケットWi-Fiで対応して
いおり、フリーWi-Fiは使用できませ
んが、今後の環境整備について検
討していきます。

75 115 個別施策㉗
施設スタッフ等に手話を覚えて
もらうよう行政から働きかけてほ
しい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　新宿区手話言語への理解の促進
及び障害者の意思疎通のための多
様な手段の利用の促進に関する条
例の趣旨に基づき、意思疎通手段
としての手話の必要性を事業者に
伝えていきます。

76 115 個別施策㉗
毎年9月23日、手話言語の国際
デーに区内施設のブルーライト
アップをお願いしたい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　現在本庁舎、第一分庁舎等には
庁舎をライトアップする設備が無い
ため対応できません。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

77 115 個別施策㉗

障害者福祉課や障害者福祉セ
ンター職員が手話ができるよう
にしてほしい。区公式Youtubeや
区議会の中継に手話通訳を付
けてほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は今後の取組の参考としま
す。
　一人ひとりのニーズに沿った情報
提供は課題として認識しています。
　区議会の傍聴の際には、手話通
訳者の派遣を実施するとともに、議
場にはヒアリングループを設置し、
聴覚障害者支援をしています。
　区公式YouTubeや区議会の生中
継における手話通訳等の導入は、
情報提供の一手段として調査研究
してまいります。

78 115 個別施策㉗
失語症者向け意思疎通支援者
派遣事業を実施し、新宿区障害
者計画に位置づけてほしい。

A意見の趣旨を計画に反映する

　ご意見を踏まえて、計画素案を修
正します。
　P.106個別施策㉗「コミュニケーショ
ン支援・移動支援の充実」につい
て、「失語症者に対して、障害の特
性に応じた意思疎通支援を実施して
いきます。」と追記します。
　新宿区障害者計画では新宿区手
話言語への理解の促進及び障害者
の意思疎通のための多様な手段の
利用の促進に関する条例の趣旨に
基づき、多様な手法による情報提供
を充実していく中で、失語症者に向
けた意思疎通支援者の派遣に向け
て準備を進めています。

79 115 個別施策㉗
「視覚障害者交流コーナー」の
サービスをより充実してくださ
い。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　区では、意思疎通の支援を含め視
覚障害者の地域交流が促進できる
よう、視覚障害者交流コーナーで代
読・代筆等の支援を実施してきまし
た。
　今後も、当事者のご意見をお聞き
し、視覚障害者が利用しやすい支援
ができるよう、検討していきます。

80 115 個別施策㉗

聴覚障害や難聴がある子どもが
手話言語による意思疎通や支
援を受けられる環境の整備をお
願いしたい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　新宿区手話言語への理解の促進
及び障害者の意思疎通のための多
様な手段の利用の促進に関する条
例の趣旨に基づき、意思疎通手段
としての手話の必要性を職員に伝え
ていくとともに、遠隔手話通訳サー
ビスなどを利用し円滑な意思疎通が
できるよう努めていきます。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

81 115 個別施策㉗

手話通訳者の配置や派遣を充
実させるため、所得を保障し、就
労機会を促進することを計画的
に進めてほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　区と登録手話通訳者は雇用契約
を締結していないため、所得補償は
対応できませんが、今後も適正な報
酬額となるよう、手話通訳の現場の
実態を考慮し研究していきます。

82 116 個別施策㉗
手話通訳者の身分保障をお願
いしたい。 D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　区の登録手話通訳者は意思疎通
支援事業として、区登録手話通訳者
の派遣コーディネート業務を委託
し、技術及び知識の向上に資する研
修、頸肩腕障害に関する健康診断、
受診派遣に伴う保険の加入を実施
しています。今後も働きやすい環境
の整備に向けて取り組んでいきま
す。

83 116 個別施策㉗
手話通訳の交通費を通訳料と
は別途支給してほしい。 D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　区の登録手話通訳者への報酬は
交通費を含めた額として、登録手話
通訳者からの意見も踏まえ設定して
います。今後も適正な報酬額となる
よう、手話通訳の現場の実態を考慮
し研究していきます。

84 116 個別施策㉗
動画通訳の通訳料は、通常通
訳とは別に改めて考えてほし
い。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　動画の内容を説明するワイプなど
の手話通訳については、通常の派
遣による通訳とは別の要素が加わ
るため、個別に契約を締結し対応し
ています。

85 116 個別施策㉗
区で行う、会議、講演会等の通
訳料見直してほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　区の登録手話通訳者への報酬は
交通費を含めた額として、登録手話
通訳者からの意見も踏まえ設定して
います。今後も適正な報酬額となる
よう、手話通訳の現場の実態を考慮
し研究していきます。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

86 116 個別施策㉗
地域センター等で行われる説明
会等は、手話通訳を個人依頼で
はなく区の予算でつけてほしい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　区が主催する事業、説明会に参加
する際には、所管する部署で手話通
訳者を配置することができますの
で、お問い合わせください。

87 120 個別施策㉘

民間温水プールの障害者割引
を区が財政支援することや、コ
ズミックスポーツセンター等の教
室、講座を障害者は無料にする
等、障害者のスポーツ活動への
参加を促進する施策をすすめて
ほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　民間温水プールに財政支援をする
ことは考えていませんが、令和4年4
月から区立スポーツ施設における
障害者の利用料金と障害者向け教
室事業を無料としています。また、
令和5年度からはパラスポーツ団体
と連携し、ゴールボール、車椅子ハ
ンドボール、ブラインドサッカー(予
定)の体験会を無料で実施していま
す。引き続き、障害者が参加できる
スポーツ施策を進めてまいります。

88 126 個別施策㉚
新宿区障害者差別禁止条例を
制定し、障害者計画に位置づけ
てほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　障害者差別解消法の施行により、
理念が共有化され、国、自治体、事
業者の取り組むべきことが明確にな
り、既に様々な取組が行われていま
す。さらに「東京都障害者への理解
促進及び差別解消の推進に関する
条例」が施行され、障害者差別解消
に向けた施策も充実したことから、
区独自の条例制定は考えていませ
ん。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

89 134 個別施策㉝
デフリンピックの周知を行ってほ
しい。

B意見の趣旨は、素案の方向性と同
じ

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と
同じです。
　新宿区障害者計画では、個別施
策㉝　障害理解への啓発活動の促
進を重点的な取り組みとして、令和7
年、初めて日本で開催されるデフリ
ンピック大会は、聴覚障害への理解
啓発を進める良い契機として、手話
サロンや入門手話教室、イベント等
を通じ、聴覚障害者と交流しながら
手話に関心を持っていただき、聴覚
障害への理解を図っていきます。
　また、デフリンピックの周知につい
ては、これまで東京都の所管部署か
らの情報提供を受け、周知用チラシ
の配布を行いました。また、「2年前
を契機としたSNS連携事業」では、
令和5年11月に公式X（旧Twitter）
で、区内のマスコットキャラクターに
「世界陸上・デフリンピック」のフォト
プロップスを掲げ投稿しました。
　その他、障害者週間に実施してい
る、新宿西口広場の障害者福祉施
設共同バザール会場や本庁舎1階
の作品展でパネル等を掲出し紹介
しています。引き続き、様々な機会
を捉え東京都と連携しながら周知に
取り組んでまいります。

90 134 個別施策㉝

合理的な環境整備があれば、健
常者と障害者という区別なくお
互いを知る機会を創出していけ
るのではないか。当事者の話し
を聞いて対話する機会等をもっ
と作っていくことが有効である。

B意見の趣旨は、素案の方向性と同
じ

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と
同じです。
　新宿区障害者計画の個別施策㉝
障害理解への啓発活動の促進の中
で、実際に障害者との関わりを持つ
機会の重要性を記載しています。障
害者福祉施設での、障害者の作品
展や施設祭り、講習会、交流会等を
通じて、地域住民と障害者が交流す
る場を設け、地域での障害理解が
促進されるよう、引き続き活動を
行っていきます。

91 134 個別施策㉝

精神障害者等への正しい知識
の普及と理解の促進を図るよう
教育と福祉の連携を行ってほし
い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　精神障害と関連のある学習として
は、小学校の保健や中学校の保健
体育の授業の中で「心の健康」につ
いて学んでいます。また、区内の中
学1年生を対象に、精神疾患の正し
い知識や相談方法について啓発す
るパンフレットの作成及び配布を
行っています。配布にあたっては、
併せて保護者向け・教員向けリーフ
レットも作成し、家庭や学校でより効
果的に当パンフレットを活用できる
よう工夫しています。
　今後も引き続き、福祉と連携し、精
神障害者等への正しい知識を身に
付けられるように、学習の充実を
図っていきます。
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No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

92 137 個別施策㉞

障害者を「いろいろな特徴や特
性を持つ人の一人」として各々
の得意な部分を見つけて苦手な
ところは必要なサポートを入れ
て補完していくと言う考え方を取
り入れて行くべき。国民の意識
を変えていくとともに、特に教育
関係者等は健常者も障害者も
一緒に生きていく仲間であると
いう理念を持てるような研修内
容が必須である。

B意見の趣旨は、素案の方向性と同
じ

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と
同じです。
　区立学校では、共生社会の実現を
目指し、障害当事者との交流を大切
にした障害者理解教育を全校で実
施しています。障害者理解教育で
は、障害当事者との交流を通して、
子どもたちは障害の有無に関係な
く、前向きに目標をもって生活してい
る人々の生き方に共感するととも
に、健常者としてできることを考えて
います。また、教育委員会では、教
員を対象とした研修も実施しており、
研修を通して共生社会の実現に向
けた教育の役割についての理解を
深めています。

93 142 個別施策㊲

継続的に障害者と子供たちが関
わっていけるよう、地域活動支
援センターの機能を障害者福祉
センターに盛り込んで、地域の
人が来やすいような環境やプロ
グラムを作り障害者と協同でき
るような仕組みを作ってほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　ご提案の日常のプログラムではあ
りませんが、障害者福祉センターで
は年数回、障害の有無を問わず参
加できるカルチャー講座を地域共生
型講座として開催しているほか、年
に一度、地域住民と障害者が互い
に交流するイベントとして「センター
祭」を実施し、児童・生徒を含む地域
住民に対する障害者理解の推進に
努めています。今後も障害者理解の
推進の拠点の一つとして取組みを
行っていきます。

94 143 個別施策㊳

新宿区手話言語条例も踏まえ、
レガス新聞にイベント案内を掲
載する際、電話番号だけでなく
FAX、メールアドレス、QRコード
を掲載してほしい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　全体にかかる問合せ先として
ファックス番号を記載しているところ
ですが、可能な限り、各項目の見出
しにファックス番号を記載し、イベン
ト案内のなかではQRコードを掲載し
てまいります。今後は更に、わかり
やすい紙面になるよう努めてまいり
ます。

95 143 個別施策㊳

「情報のバリアフリーの促進」の
記載内容について、情報アクセ
シビリティやコミュニケーションの
保障を盛り込んだ記述が必要で
ある。

B意見の趣旨は、素案の方向性と同
じ

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と
同じです。
　情報アクセシビリティやコミュニ
ケーションの保障を盛り込んだ記述
については新宿区障害者計画の個
別施策㉗　コミュニケーション支援・
移動支援の充実の中で障害の特性
に応じた意思疎通のための多様な
手段の選択の機会を確保し提供す
ることを記載しています。
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96 143 個別施策㊳
いつでもどこでも情報が確保で
きるようにして欲しい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　新宿区障害者計画では新宿区手
話言語への理解の促進及び障害者
の意思疎通のための多様な手段の
利用の促進に関する条例の趣旨に
基づき、多様な手法による情報提供
を充実していく中で、施策を推進して
いきます。

97 143 個別施策㊳

区障害福祉課にはFAXを持って
いない聴覚障害者への合理的
配慮をお願いしたい。LINEによ
る問い合わせや相談対応もお願
いしたい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　区のホームページに区民意見シス
テムがありますので、日常生活につ
いてもお問い合わせが可能ですの
でぜひご利用下さい。また社会的イ
ンフラとして整備されている電話リ
レーサービスの利用も紹介していき
ます。

98 146 個別施策㊴

駅構内のエレベーターの場所を
示すサイン音について今後の設
置計画があれば教えてくださ
い。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　鉄道駅構内設備については鉄道
事業者が所管しております。
　ご意見については鉄道事業者に
お伝えするとともに、新宿区移動等
円滑化促進方針に基づき、電車の
到着に合わせ、エレベーターの位置
をアナウンスするなどの配慮事項を
鉄道事業者に働きかけを行います。

99 146 個別施策㊴
改札の駅員の無人化について
明確になっている計画があれば
教えてください。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　鉄道駅の人員の運用等について
は鉄道事業者が所管しております。
　ご意見については鉄道事業者に
お伝えするとともに、新宿区移動等
円滑化促進方針に基づき、改札口
が無人化になる場合の音声・文字に
よる情報提供など、多様な利用者を
想定した対応を行うよう働きかけを
行います。
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100 146 個別施策㊴
音響信号設置箇所の拡大につ
いて明確になっている計画があ
れば教えてください。

F質問に回答する

　ご意見に回答します。
　音響式信号機の設置については
交通管理者が所管しております。
ご意見については交通管理者にお
伝えするとともに、今後も新宿区移
動等円滑化促進方針に基づき交通
管理者に働きかけを行っていきま
す。

101 146 個別施策㊴
横断歩道の段差解消等をお願
いしたい。 E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　区では、国土交通省の「歩道の一
般的構造に関する基準」に基づき、
横断歩道等に接続する箇所におけ
る歩道と車道との段差は、視覚障害
者の安全な通行を考慮して2cmを標
準としているところです。
　しかしながら、令和3年11月に策定
した「新宿区移動等円滑化促進方
針」では、歩道と車道間の段差につ
いては、車椅子等使用者、視覚障
害者等の全ての人が安全に移動
し、また歩車道の境界を認識できる
よう、縁端が1cm程度の縁石ブロッ
クの整備を推進することとしました。
　今後は、「新宿区移動等円滑化促
進方針」に基づき、歩車道段差を
1cmに改良する整備を推進してまい
ります。
 なお、区では道路監察を実施し、歩
道にガタツキ等がみられる箇所の補
修を適宜行っているところです。そ
の他歩道に問題がみられるところに
ついては、具体的な場所をお問合せ
頂けましたら、対応を検討いたしま
すのでご連絡ください。

102 146 個別施策㊴
情報アクセシビリティやコミュニ
ケーション保障の基盤整備を追
記することが必要である。

B意見の趣旨は、素案の方向性と同
じ

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と
同じです。
　情報アクセシビリティやコミュニ
ケーションの保障を盛り込んだ記述
については新宿区障害者計画の個
別施策㉗　コミュニケーション支援・
移動支援の充実の中で障害の特性
に応じた意思疎通のための多様な
手段の選択の機会を確保し提供す
ることを記載しています。
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103 146 個別施策㊴

区立施設の多機能トイレにユニ
バーサルシート（大型のベッド）
を標準として整備してほしい。民
間事業者にも指導をお願いした
い。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　新宿区ユニバーサルデザインまち
づくり条例に基づき、条例の対象と
なる建築物については、用途、規模
に応じて車椅子使用者用便房内に
大型のベッドを設けるようお願いし
ています。

104 146 個別施策㊴

区施設の障害者用トイレを順次
自動扉に改めてほしい。電動車
いすも使用できるように改善して
ほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
 区では、ユニバーサルデザインまち
づくり条例による施設整備マニュア
ルに基づき、誰もが移動しやすく、
利用しやすく、わかりやすいまちを
目指しています。
　区有施設については、新築時や改
修工事の際に区の整備マニュアル
に基づき、施設の状況に合わせて
整備を行います。

105 146 個別施策㊴
駅構内のホームドアやエレベー
ターについて今後の設置計画の
予定を教えてください。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　区内のホームドア未整備の6駅に
ついて、ＪＲ新宿駅及び四ツ谷駅は
令和13年度末までに、東京メトロ落
合駅は令和7年度末までに、小田急
新宿駅特急ロマンスカー停車ホー
ムは令和14年度末までに整備する
予定が各事業者より示されていま
す。なお、西武鉄道下落合駅、中井
駅については未定となっておりま
す。

106 146 個別施策㊴
視覚障害者の安全を確保する
ためにバリアフリー環境整備を
継続してお願いします。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　区では、高齢者や障害者等の誰も
が円滑に移動ができるよう令和３年
度に「新宿区移動等円滑化促進方
針」を策定しました。
　令和４年度からは「バリアフリーの
道づくり」事業として、「新宿区移動
等円滑化促進方針」に基づき選定し
た区道12路線について、当事者参
加のもと、令和９年度までのバリアフ
リー整備に取り組んでいるところで
す。
　音響式信号機の設置やホームドア
の設置については、区は警察や各
鉄道事業者に設置がより一層進む
よう、引き続き働きかけてまいりま
す。
　また、障害者の安全な移動等の円
滑化を促進するために、周囲の人
が移動に困っている方へ支援できる
よう、ヘルプマークやヘルプカードに
ついて、引き続き周知啓発を行いま
す。
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107 147 個別施策㊴

区内全鉄道駅でのホームドア設
置、バリアフリールートの複数化
や最短化、ホームと車両の間の
段差・すき間の解消等を計画化
してほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　ご意見は鉄道事業者に伝えるとと
もに、今後も新宿区移動等円滑化
促進方針に基づき、ホームドア設
置、バリアフリールートの複数化や
最短化など関係機関と連携していき
ます。

108 152 個別施策㊶
自宅避難困難による避難所を利
用する手順について教えてくだ
さい。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　一次避難所において、避難所運営
は、区、防災区民組織等の地域住
民、避難者、ボランティア等が行い
ます。障害者や高齢者等の要配慮
者への避難所生活における支援等
については、避難所運営の中で協
働して活動を行っていきます。

109 152 個別施策㊶
誘導とサポートが必要な視覚障
害者がどこに住んでいるか把握
できていますか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　災害時の避難等に支援を必要と
する方については、災害時要援護
者名簿の申出をいただくことで平常
時から要援護者の把握に努めてい
ます。

110 152 個別施策㊶
出張所職員への防災協定の周
知徹底をお願いしたい。 E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　「災害時における聴覚障害者に対
する業務に関する協定」などの防災
協定について、特別出張所防災担
当者会議などの機会を捉え、特別
出張所職員への再周知を図ってい
きます。
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111 152 個別施策㊶
公共施設における緊急時の文
字での情報提供をお願いした
い。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　緊急時の文字での情報提供につ
いては電光掲示板を社会福祉協議
会の1階にある聴覚障害者交流コー
ナーに設置しています。また今後は
障害者福祉センターにも設置する予
定です。
　なお、区では、災害時等における
緊急放送を文字により情報を取得で
きる文字表示機能が付いた防災ラ
ジオを、災害時要援護者名簿登録
者に無償で貸し出しています。

112 152 個別施策㊶
障害者への自然災害対策の実
施体制、熊出没についてのマ
ニュアル整備をお願いしたい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　高齢者や障害者等の要配慮者へ
の自然災害対策は、「新宿区地域
防災計画」に基づき実施しており、
地震だけでなく、風水害等の対策に
ついても記載しております。
　なお、熊出没についてのマニュア
ルを整備する予定はありませんが、
危険動物逸走時の対策について
は、「新宿区地域防災計画」に基づ
き、対策を講じることとしています。

27



No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

113 152 個別施策㊶

在宅避難の継続が困難になっ
た障害児者が自宅から直接、福
祉避難所に避難することもでき
るようにしてください。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　発災時の避難行動について、一次
避難所での生活が困難な要配慮者
について、一次避難所でスクリーニ
ングを行い対象者を特定します。そ
の後、各福祉避難所との受け入れ
調整（マッチング）を行い移送を行う
こととしています。福祉避難所の開
設にあたっては、各施設の被害状
況・職員の参集状況等を整理し受け
入れ態勢の確認ができ次第、順次
開設していきます。一方で、障害者
施設の開所中において日中発災し
た場合には、障害者が利用している
施設をそのまま障害者の福祉避難
所として開設します。また、一次避
難所を経ずに福祉避難所へ直接避
難された場合はその方が重い障害
をお持ちなど、福祉避難所の避難が
相当であると認める場合には施設
責任者の判断により受け入れること
としています。このように状況に応じ
て、適切に対応できるようにしていま
す。

114 152 個別施策㊶

一次避難所の避難所運営管理
マニュアルに障害児者をはじめ
とする要配慮者の専用居住ス
ペースの設置や要配慮者への
合理的配慮の提供を定めるとと
もに、避難所運営役員へだけで
なく地域住民にも要配慮者への
合理的配慮の啓発を行ってくだ
さい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　区では、「女性をはじめ配慮を要す
る方の視点でのワークショップ」を特
別出張所地区ごとに実施し、避難所
における障害者をはじめとする要配
慮者への支援の充実について検討
を行っています。今後は、ワーク
ショップ等の結果を踏まえ、障害者
の視点等を踏まえた避難所運営体
制を各避難所に浸透させるととも
に、避難所訓練等を通して地域住民
への啓発を図っていきます。
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115 152 個別施策㊶

災害時要援護者名簿への登録
を促進してほしい。個別計画を
早急に作成し、全ての要援護者
に広げてほしい。要援護者支援
のボランティア登録の制度をつ
くってほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　災害時要援護者名簿登録の対象
となる、高齢者、障害者、難病等に
より特別な医療ケアを受ける方など
について、適宜、関係部署が適切に
情報共有を図りながら、連携して登
録の促進に取り組んでいます。ま
た、登録促進のために、防災区民組
織、民生委員・児童委員及びケアマ
ネジャー、介護サービス事業者とも
連携し、さまざまな機会を捉えて、登
録勧奨をしています。
　また、区では、逃げないですむ安
全安心なまちづくりを推進しており、
要援護者が、避難所や備蓄品、医
療や介護などの要配慮事項をご自
分で記入する「要配慮者災害用セル
フプラン」の作成により、発災時に命
を守るために適切な行動が取れる
よう取組を進めています。
　要援護者支援のボランティア専門
の登録制度はありませんが、新宿
区社会福祉協議会では、災害ボラ
ンティア養成講座等を実施していま
す。

116 152 個別施策㊶

在宅で一人暮らしの障害者や高
齢の家族が介護している重度障
害者の個別避難計画を策定して
ください。計画相談作成の際に
個別避難計画を作成できるよう
にしてください。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　区では、逃げないですむ安全安心
なまちづくりを推進しており、要援護
者が、避難所や備蓄品、医療や介
護などの要配慮事項をご自分で記
入する「要配慮者災害用セルフプラ
ン」の作成により、発災時に命を守
るために適切な行動が取れるよう取
組を進めています。

117 152 個別施策㊶
個別避難計画の作成を障害者
計画に位置づけてほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　区では、逃げないですむ安全安心
なまちづくりを推進しており、要援護
者が、避難所や備蓄品、医療や介
護などの要配慮事項をご自分で記
入する「要配慮者災害用セルフプラ
ン」の作成により、発災時に命を守
るために適切な行動が取れるよう取
組を進めています。
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118 152 個別施策㊶

精神障害者の特性を考慮し、二
次避難所に指定されていない福
祉サービス事業所においても利
用者が一定期間避難できるよう
支援物資の支給、保管及び医
薬品の提供が受けられるよう連
携体制を充実させてほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　二次避難所に指定されていない福
祉サービス事業所への支援物資の
支給、保管については、区の救援物
資の供給体制の中で対応していき
ます。医薬品の提供については、そ
れぞれ処方される薬品が異なるた
め、日頃からの備えをしていただけ
るよう、要配慮者災害用セルフプラ
ンの普及啓発も図りながら、自助の
取組を促していきます。
　なお、「災害医療コーディネーター」
や「災害薬事コーディネーター」を指
定し、災害医療救護支援センター、
災害薬事センターにおいて、医療救
護所や避難所での医療ニーズを把
握し、医薬品の調達・配分などの調
整を行います。

119 153 個別施策㊶

災害時の避難所のあり方、避難
誘導、情報伝達の仕組みづくり
を進めていく必要がある。医療と
の連携を密にするとともに、精
神障害者の薬の確保も課題で
ある。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　「災害医療コーディネーター」や「災
害薬事コーディネーター」を指定し、
災害医療救護支援センター、災害
薬事センターにおいて、医療救護所
や避難所での医療ニーズを把握し、
医薬品の調達・配分などの調整を行
います。
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121 155 個別施策㊶

福祉避難所の確保や増設を図
り、一次、二次避難所のバリアフ
リー化の促進を計画化してほし
い。二次避難所になる地域交流
館等のお風呂を存続させてほし
い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　福祉避難所のバリアフリー化につ
いては、　スペース等の問題や構造
上困難な場合が多いため、避難所
となるそれぞれの施設の大規模改
修工事等の機会を捉え、検討してい
きます。
　なお、二次避難所においては、風
呂設備よりも、避難者に対する生活
支援を優先し、個々の状態に即した
支援を実施していきます。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　発災時の避難行動について、一次
避難所での生活が困難な要配慮者
について、一次避難所でスクリーニ
ングを行い対象者を特定します。そ
の後、各福祉避難所との受け入れ
調整（マッチング）を行い移送を行う
こととしています。福祉避難所の開
設にあたっては、各施設の被害状
況・職員の参集状況等を整理し受け
入れ態勢の確認ができ次第、順次
開設していきます。一方で、障害者
施設の開所中において日中発災し
た場合には、障害者が利用している
施設をそのまま障害者の福祉避難
所として開設します。また、一次避
難所を経ずに福祉避難所へ直接避
難された場合はその方が重い障害
をお持ちなど、福祉避難所の避難が
相当であると認める場合には施設
責任者の判断により受け入れること
としています。このように状況に応じ
て、適切に対応できるようにしていま
す。
　大規模災害時の在宅避難者への
支援については、学校避難所が被
災者の生活の場となるとともに、地
域の応急活動拠点となります。学校
避難所では、防災区民組織、民生
委員・児童委員、ボランティアなどの
協力を得ながら、在宅避難者への
物資の供給や情報の伝達を実施し
てまいります。
　また、区では、在宅避難生活に備
えるため、防災用品のあっせん等に
より、区民の自宅における備蓄の推
進とともに、備蓄の普及啓発を図っ
ています。
　さらに、在宅避難者や要配慮者の
ための食料等備蓄物資の確保に努
めていきます。

1次避難所となる小中学校はバ
リアフリー環境が整っていないた
め、避難所開設と同時に福祉避
難所が開設されるように制度の
見直しを図ってほしい。在宅避
難している支援が必要な障害者
に物資等が届くような体制づくり
を望む。

120 153 個別施策㊶

31



No 計画案頁 施策別 意見要旨 区の対応 区の考え方

122 155 個別施策㊶

福祉避難所の確保や増設を図
り、一次、二次避難所のバリアフ
リー化の促進を計画化してほし
い。二次避難所になる地域交流
館等のお風呂を存続させてほし
い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　地域交流館等の高齢者活動・交
流施設は、「新宿区公共施設等総
合管理計画」で、「施設の大規模な
改修・建替えの際、民間によるサー
ビス供給の状況を勘案しながら統廃
合を検討する」との方針が示されて
います。地域交流館等のお風呂に
ついては、施設の老朽化に伴い、大
規模改修、建替えの際には地域支
え合い活動の場として機能を充実さ
せるため、廃止することとなります。

123 169 成果目標1
児童相談所の開設を急ぎ、障害
児支援に関わるニーズに対応で
きるよう体制を整えてほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　新宿区児童の障害児支援に関す
る事務は、現在、新宿区と東京都が
実施しています。
　新宿区では、児童相談所の設置
に向けて計画的に人材確保と育成
を進めており、業務に必要な専門性
を身に付けるために、他自治体の児
童相談所等への派遣研修を行って
います。
　一方で、国内有数の繁華街を抱え
る区では、全国から若い世代が集ま
ることにより、望まない妊娠や非行
児童が発生しており、児童相談所設
置に向けては、このような区の地域
性を十分に考慮する必要がありま
す。今後も、区児童相談所の設置に
ついての検討を進めつつ、区の児
童や子育て家庭にとって最適な児
童相談体制を整備していきます。

124 170 成果目標2
グループホーム整備等を「引き
続き検討」ではなく、「計画的に
整備を進める」としてほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　現在、払方町国有地及び中落合
一丁目区有地の二つの公有地にお
いて障害者グループホームの整備
を進めていますが、そのほか現早稲
田南町児童館等複合施設の移転後
跡地に整備する予定です。今後も民
有地における整備状況や今後整備
されるグループホームの入居希望
の状況等も勘案したうえで、引き続
き整備計画の検討を進めていきま
す。

125 177 成果目標1
児童発達支援センターを整備し
てほしい。

B意見の趣旨は、素案の方向性と同
じ

　ご意見の趣旨は、素案の方向性と
同じです。
　子ども総合センター発達支援コー
ナー（愛称あいあい）はこれまでも、
児童発達センター機能を有していま
したが令和7年度を目途に児童発達
支援センターとして拡充していきま
す。
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126 177 成果目標1

重症心身障害児を支援する児
童発達支援事業所と放課後等
デイサービス事業所について、
ニーズ調査を実施し令和8年度
末までの目標を引上げ、増設の
ため区独自の事業者支援を充
実させてほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　重症心身障害児を支援する児童
発達支援及び放課後等デイサービ
ス事業所の確保に関する目標につ
いて、現在区内にある事業所は、
ノーサイド新宿＠Leaf音楽療法セン
ター、ノーサイド新宿ミュージックケ
ア、児童発達支援　放課後等デイ
サービス　はぴねす、新宿区立子ど
も総合センターの４所です。目標を４
か所以上としていますが、今後も重
症心身障害児を支援する児童発達
支援及び放課後等デイサービス事
業所利用の需要に応じ事業所の開
設が促進されるよう支援していきま
す。

127 178 成果目標1

重症心身障害児の放課後、長
期休暇中の居場所の充実をお
願いしたい。
重症心身障害児を支援する放
課後等デイサービスの設置目標
を5か所以上としてほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　重症心身障害児を支援する児童
発達支援及び放課後等デイサービ
ス事業所の確保に関する目標につ
いて、現在区内にある事業所は、
ノーサイド新宿＠Leaf音楽療法セン
ター、ノーサイド新宿ミュージックケ
ア、児童発達支援　放課後等デイ
サービス　はぴねす、新宿区立子ど
も総合センターの４所です。目標が
４か所以上としていますが、今後も
重症心身障害児を支援する児童発
達支援及び放課後等デイサービス
事業所利用の需要に応じ事業所の
開設を支援していきます。

128 178 成果目標1

医療的ケアが必要な重度・重症
障害者を受け入れる療育機能を
持つ通所施設を充実させてほし
い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　現状、重度心身障害児を受け入れ
る児童発達支援は5か所、放課後デ
イサービス事業所は4か所開設して
います。今後新たに開設相談があっ
た場合にはニーズを伝え、事業実施
を働きかけていきます。
　なお、高度なリハビリ等を行う療育
施設については、現在東京都が設
置しています。

129 185 成果目標6

「区立障害者生活支援センター」
やシャロームみなみ風が行って
いる２４時間対応の電話相談の
周知を進めてほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　区立障害者生活支援センターでは
24時間対応の電話相談を障害者福
祉の冊子や施設パンフレット、区
ホームページ等で周知している。
シャロームみなみ風については、午
前9時から午後5時まで相談を受け
付けており、こちらも施設パンフレッ
ト等で周知しています。
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130 194
2 障害福祉
サービスの必要
量見込等

視覚障害者が、社会参加活動
だけでなく鍼灸マッサージ等の
営業活動にもガイドヘルパーを
利用できるように制度の改善を
図ってほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　ふれあいマッサージに従事する際
にはすでに移動支援の対象となって
おります。自営や就労して実施する
場合は、障害者総合支援法の対象
ではありませんので、必要性がある
場合にはご相談ください。

131 195
2 障害福祉
サービスの必要
量見込等

第２生活実習所を検討してほし
い。 E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　 今後、新宿生活実習所および障
害者福祉センターにおいて定員拡
充が予定されているほか、中落合一
丁目区有地に整備される障害者施
設に知的障害者と肢体不自由者を
対象にした生活介護事業所が開設
される予定です。
　今後も、利用者や特別支援学校の
卒業生の推移を見守りながら、適切
に対応していきます。

132 200
2 障害福祉
サービスの必要
量見込等

就労移行支援の支給決定がさ
れにくいとの声があるため、必
要な方が必要なサービスを利用
できるように支給決定してほし
い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　必要なサービスを適正に支給決定
するよう今後とも取り組んでまいりま
す。

133 200
2 障害福祉
サービスの必要
量見込等

区立の福祉作業所を増設してほ
しい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　身体障害者・知的障害者・精神障
害者を対象とした就労継続支援B型
事業所は、民間事業所を含め一定
程度充足しており、区立の事業所を
設置する予定はありません。

134 200
2 障害福祉
サービスの必要
量見込等

グループホーム及びショートステ
イの整備目標を引き上げ、増設
を図ってほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　障害者グループホームの需要に
ついては、障害種別を問わず多くの
ご要望があることは区でも認識して
おります。
　現在、払方町国有地及び中落合
一丁目区有地の二つの公有地にお
いて障害者グループホームの整備
を進めていますが、そのほか現早稲
田南町児童館等複合施設の移転後
跡地に整備する予定です。今後も民
有地における整備状況や今後整備
されるグループホームの入居希望
の状況等も勘案したうえで、引き続
き整備計画の検討を進めていきま
す。
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135 209
3 地域生活支
援事業の必要
量見込等

精神障害者向け事業所の地域
活動支援センター事業と相談支
援事業の補助金を引き上げて
ほしい。事業の要綱見直しにつ
いて、事業者との協議の場を設
けてほしい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　各事業所の経営状態の把握に努
め、必要な補助額の見直しについて
も検討していきます。

136 211
3 地域生活支
援事業の必要
量見込等

居住サポートについては、居住
支援協議会との連携を強め実
効あるものとしてほしい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　区は、障害のある方を含む住宅確
保要配慮者が民間賃貸住宅へ円滑
に入居できるよう支援していくことを
目的に、新宿区居住支援協議会を
令和２年に設立しました。協議会の
中では住宅確保要配慮者が必要と
する支援のあり方などについて検討
してきました。引き続き協議会の各
構成団体と連携しながら、セーフ
ティーネット登録住宅の確保など、
障害のある方の居住支援を推進し
てまいります。

137 214
3 地域生活支
援事業の必要
量見込等

介助者用の車いす電動アシスト
装置の補助を導入してほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　車いすは補装具費給付事業となり
ますので、適切に東京都に対し判定
依頼を行ってまいります。

138 216
3 地域生活支
援事業の必要
量見込等

地域活動支援センターの登録利
用者及び一般相談件数が増加
傾向にあり、関係機関との連携
を必要とする8050問題やひきこ
もり等の相談も寄せられている。
今後地域活動支援センターが福
祉サービスや支援につながる足
がかりの場になることが見込ま
れるため、地域活動支援セン
ターの人員確保をお願いした
い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　地域活動支援センターの活動をよ
り一層充実し、当事者が望む役割を
担う事業所となるよう、区として支援
を行っていきます。

139 216
3 地域生活支
援事業の必要
量見込等

施設・病院から地域生活移行の
支援のため、赤字経営となって
いる地域活動支援センターが安
定経営できるよう十分な補助が
必要である。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　各事業所の経営状態の把握に努
め、必要な補助額の見直しについて
も検討していきます。

140 216
3 地域生活支
援事業の必要
量見込等

精神障害者の相談を受ける地
域活動支援センターに必要な人
員を配置できるように財政支援
してほしい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　各事業所の経営状態の把握に努
め、必要な補助額の見直しについて
も検討していきます。
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141 216
3 地域生活支
援事業の必要
量見込等

両上肢・両下肢の機能障害がそ
れぞれ１級の方またはこれに準
ずる場合以外の難病患者も、移
動支援サービスが利用できるよ
うに対象者を広げてほしい。

E意見として伺う
　ご意見として伺います。
　移動支援の対象拡大に関しまして
は今後も検討をしてまいります。

142 216
3 地域生活支
援事業の必要
量見込等

保護者の帰宅時間までを過ごせ
る地域活動支援センターを整備
してほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　日中活動後等の居場所の需要は
区でも認識しております。地域活動
支援センターはその一つの方法に
なり得るものですが、どのような方
法が適切か他自治体の状況等も把
握に努め、様々なニーズに対応する
支援の場について研究していきま
す。

143 217
3 地域生活支
援事業の必要
量見込等

福祉ホームを増設してほしい。 E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　区で福祉ホームを設置する予定は
ありません。障害者が地域で安心し
て生活できる住まいの場としては、
グループホームの設置を促進してい
きます。

144 218
3 地域生活支
援事業の必要
量見込等

就労している親を支援するた
め、高校を卒業し福祉作業所等
に通所している障害者向けのタ
イムケア事業を実施してほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　日中活動後等の居場所の需要は
区でも認識しております。タイムケア
事業はその一つの方法になり得るも
のですが、どのような方法が適切か
他自治体の状況等も把握に努め、
様々なニーズに対応する支援の場
について研究していきます。

145 221
利用者負担と
軽減措置

就労継続支援については就労
移行支援と同じく利用者の負担
を無料にしてほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　就労移行支援については福祉施
設から一般就労への移行等が促進
されるよう利用料を無料にしていま
す。
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146 - その他
区有施設などではり灸マッサー
ジの仕事ができるように支援し
てほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　区内高齢者福祉施設では、マッ
サージの施術に携わる視覚障害者
の就労の機会を提供することを目的
として、主に視覚障害がある方で構
成する新宿区鍼灸按マッサージ指
圧師会と契約を締結して、「高齢者
マッサージサービス」を実施していま
す。また、新宿区立障害者福祉セン
ターでは、、マッサージ室で、「視覚
障害者通所訓練事業」を実施してい
ます。

147 - その他

マイナカードにともなう健康保
険・身障手帳等の扱いについ
て、一本化されるのか、現状と
の併用か。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　マイナンバーカードと健康保険証
については一本化されますが、身体
障害者手帳については予定されて
いません。

148 - その他

物価上昇にともなう実質的な所
得低下の保証について。低所得
家庭に対して区から第二段物価
補助の財政があるのか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　国の施策を基に、所得税等の減税
や低所得者に対する給付金につい
て対応していきます。

149 - その他

都営交通の無料乗車券の更新
について手続きの時間外対応
や各域出張所での手続き対応
ができないか。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　都営交通無料乗車券の更新につ
いて、直接ご本人が窓口に行くこと
が困難な場合には代理人の方によ
り申請していだだくようお願いしてい
ます。現時点で、火曜日の窓口延
長、日曜の開庁及び特別出張所で
の申請受付は検討しておりません。

150 - その他
障害者福祉の手引きに各障害
者団体の一覧（代表者・連絡先）
を掲載してほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　障害者団体は任意団体であり、区
として公に登録等していないため、
「障害者福祉の手引き」への掲載は
していません。
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